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はじめに

今期社会学教育委員会（任期 年 月～ 年 月）は、前期社会学教育委員会2003 10 2006 10

（任期 年 月～ 年 月）からの引き継ぎ事項として、①社会学教育のあり方2000 11 2003 10

の検討、とりわけ初学者に対して、社会学を魅力あるものにするために、社会学教育をど

うすればよいのか、②社会調査士資格認定に関して、質的調査のカリキュラムの検討とい

う つの課題を付託されました。この つの課題は、前期社会学教育委員会が社会調査士2 2

資格認定制度の設立に全エネルギーを注ぎ込んだ結果、残されたものでした。

委員会での議論において、 つの課題に共通するものとして浮かび上がってきたのが、2

「 、（ ） 」 。社会学教育の 少なくとも学部学生に対する 標準化は可能か というテーマでした

そこでこの問いに答えるために、戦後日本社会における社会学テキストのレビューと、質

的調査のカリキュラムの検討という つの作業に取り組んできました。2

223 2005戦後日本社会における社会学テキストのレビューの成果は 社会学評論 号、『 』 （

年 月刊行）の特集「テキストに映し出される社会学の知－大学の大衆化とテキスト革12

命－」に結実しています。

他方、質的調査のカリキュラムの検討をどのように進めるかについて、委員会で議論を

重ねるうちに、社会調査士資格認定機構の定める「社会調査士資格取得のための標準カリ

キュラム」の 科目の つとして 「質的な分析の方法に関する科目 （いわゆる 科目）7 1 F、 」

があり、この科目の授業科目説明書（ 科目説明書 ）が、社会調査士資格認定科目申請「 」F

の際に、各大学より社会調査士資格認定機構に提出されていますので、これを閲覧させて

もらおうということになりました。 年 月に社会調査士資格認定機構に閲覧許可の2004 3

25お願いをし 閲覧させていただくことができました 本報告書は 閲覧させてもらった、 。 、

大学のべ 科目の「 科目説明書」という貴重なデータから、質的調査のカリキュラム56 F

を構成するとどうなるかということを試みたものです。

この作業は、社会学教育委員会のなかに作ったワーキンググループが中心となって進め

られました。ワーキンググループは、稲月正委員、今野裕昭委員、武田尚子委員、谷富夫

委員（ 音順）の 名によって構成され、谷委員のリーダーシップのもとに着実に作業50 4



が行われ、本報告書がまとめられました。

今回の作業によって、社会学教育委員会としては、少なくとも質的調査のカリキュラム

のミニマムスタンダードは示せたのではないかと考えていますし、本報告書が、出発点に

なって、質的調査のカリキュラムが一層洗練されていくことを願ってやみません。

謝辞： 科目説明書の閲覧を許可して下さった社会調査士資格認定機構に、心より御礼F

を申し上げます。

年 月2006 3
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副委員長 ※ 谷 富夫 （担当理事・大阪市立大学）

※ 今野裕昭 （担当理事・専修大学）
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１．報告の目的

社会調査士資格認定機構の「社会調査士資格取得のための標準カリキュラム」は７科

目で構成されている。その一つに「質的な分析の方法に関する科目 （いわゆるＦ科目）」

がある。機構は、このＦ科目の授業内容を以下のように説明している。

「さまざまな質的データの収集方法や分析方法について解説する科目。聞き取り調査、

参与観察法、ドキュメント分析、フィールドワーク、インタビュー、ライフヒストリー分

析、会話分析の他、新聞記事などのテキストに関する質的データの分析法（内容分析等）

など （パンフレットより）。」

。 、この説明にはＦ科目で取り上げるべき重要な質的調査法が項目列挙されている しかし

なお次の二点で補足が必要であろう。すなわち、Ｆ科目の授業内容はこれらの項目だけで

必要かつ十分なのかどうかの、もう少し立ち入った検討と、諸項目を配列する体系化の視

点である。質的方法の授業がいまだ手探りの段階にあるわが国の社会調査教育の現状に鑑

みて、必要十分な項目とそれらを整序する基本的視点に関して、ある程度の合意を見出す

ことは急務の課題といえよう。

そこで本報告では、これらを補足すべくＦ科目の授業内容の体系的構成を試みる。とは

いえ、ここに示す授業内容がＦ科目の唯一のあり方であるとか標準であると考えているわ

けではない。たしかに次章で述べる客観的な手続きを経たことによって、一定の内容を示

すことができたとは言えるかもしれない。しかし、これはあくまで一つの目安にすぎない

のであって、さらなる改良に向けたタタキ台になれば幸いである。

２．調査の方法

まず、 年 月 日付けで社会調査士資格認定機構に「 質的な分析の方法に関する2004 3 1 『

科目』の授業科目説明書 （以下「Ｆ科目説明書 ）の閲覧を申し入れた。その結果、同」 」

年 月 日付けで 大学のべ 科目の「Ｆ科目説明書」の閲覧を許可された。 大学6 10 25 56 25

という数は、その時点で社会調査士資格認定制度を導入し、かつＦ科目を申請している全

大学の約 ％にあたる。70

つぎに、各大学より提供された 枚の「Ｆ科目説明書」の「授業内容の詳細」欄（巻56

末資料を参照）に記載されている 回分の授業内容を コマずつ切離し、のべ コマ15 1 840

の紙片を得た。これをＫＪ法を用いて分類することによって、Ｆ科目の基本的な視点と項
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目に関するタイプの索出を試みた。

３．結果の概要

ＫＪ法から浮かび上がったＦ科目の授業内容のタイプは二つである。

一つは「調査技法と分析技法」を中心とする授業のタイプ（これを当面「Ａタイプ」と

呼ぶ 。その 回分は、第 章「Ａタイプ―調査技法と分析技法を中心に」に示すような） 15 4

講義タイトルを付して配列することが可能であろう。もう一つは「調査の進行プロセス」

を中心とする授業のタイプ（Ｂタイプ 。その 回分は、第 章「Ｂタイプ―調査の進行） 15 5

プロセスを中心に」に示すような講義タイトルを付して配列することが可能であろう。こ

のうちＢタイプは認定機構が想定しているもの（冒頭のパンフレットの引用を参照）とは

一見異なるので、意外に思われるかもしれない。たしかに、Ｂタイプに分類しうる講義を

開いている大学は 大学中わずか 大学しかなかった。ほとんどの大学では調査技法と25 3

分析技法の解説を中心に授業が行われている。しかし、ＡとＢは本質的には何ら異ならな

いことは、以下に述べる通りである。

第 章「各大学より提供された授業内容の分類」に、のべ コマをＫＪ法で分類した6 840

結果のうち、Ａタイプに即したものを掲載している。ただし、 コマをすべて転記した840

わけではない。重複その他を除外している。第 ～ 講の間でコマ数にバラツキがある1 15

のは、ある程度は担当教員による重視度の違いを反映していると見てよいだろう。しかし

重複等の削除や必ずしもぴったり納まらないものもあるので、当面は目安程度に受けとめ

ておいていただきたい。また、Ａタイプでは「第 講 質的調査の実際」に比較的多く14

のコマ数が集積したが、これはさらに（ ）～（ ）に細分類が可能である（ ページ参a d 12

照 。調査の進行プロセスの解説を中心とするＢタイプは、ここの部分を何回かに分けて）

講義を行うことになる。すなわち、Ａタイプの第 講はＢタイプの第 ～ 講に対応し14 9 14

ている。

Ａタイプは調査技法と分析技法が中心である。 ページの第 ～ 講が調査技法にあた4 5 7

る部分、第 ～ 講が分析技法にあたる部分である。個々の具体的内容は第 章の当該8 13 6

箇所に当たっていただければ、おおよそ了解可能と思われるので、一々の解説は省略させ

ていただく。むしろここで強調しておきたいことは、Ａタイプは調査技法と分析技法が中

心ながらも、それだけではなく社会調査の考え方、質的調査のアウトライン、調査と理論

の関係、および質的方法と量的方法の関係など、総論的なものも含まれているということ
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である。第 ～ 講がそれにあたる。また、前の段落で指摘したように調査の進行プロセ1 4

スに関する授業も含まれているし、調査倫理に関する授業もある。第 ～ 講である。14 15

これらの具体的内容についても、第 章に詳しい。6

同様のことはＢタイプにも指摘できる。 ページの第 ～ 講が調査の進行プロセス5 9 14

にあたるＢタイプの中心部分であるが、それだけではなく、総論（第 ～ 講）と調査倫1 4

理（第 講）に関する授業は、Ａタイプと同様、Ｂタイプでも外すことはできない。ま15

た、Ｂタイプの第 ～ 講には調査技法と分析技法に関する授業が配列されているが、こ5 8

れはＡタイプの第 ～ 講を圧縮した形になっている。5 13

以上から、ＡタイプとＢタイプは力点の置き所が違うだけであって、本質的に変わりは

（ 、 、ないと言えよう それ故 各大学から提供された授業内容のＢタイプに即した分類結果は

その掲載を省略した 。）

今回の作業を通して、Ｆ科目には「技法中心」と「プロセス中心」という二つの基本的

視点があることがわかった。また、総論、調査／分析技法、調査プロセス、調査倫理など

の基本的項目も索出することができた。

今後の課題としては、これらの視点と項目のさらなる検討、これらの項目のどこを重視

して授業を組み立てるかという授業内容の取捨選択と重みづけの工夫、さらにはいわば応

用編として特定の社会学分野に特化した質的方法の授業もありえよう。いずれも個々の教

員の教育現場に即した問題意識に負う部分が大きいと思われる。
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４．Ａタイプ―調査技法と分析技法を中心に

第 １ 講 社会調査の目的

第 ２ 講 質的調査の概説

第 ３ 講 調査と理論

第 ４ 講 質的方法と量的方法

第 ５ 講 フィールドワーク

第 ６ 講 参与観察

第 ７ 講 インタビュー

第 ８ 講 ライフヒストリー

第 ９ 講 ドキュメント分析

第１０講 内容分析（テキスト分析）

第１１講 会話分析、エスノメソドロジー

第１２講 構造分析（マクロ・エスノグラフィー）

第１３講 さまざまな質的方法

第１４講 質的調査の実際

第１５講 質的調査と調査倫理
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５．Ｂタイプ―調査の進行プロセスを中心に

第 １ 講 社会調査の目的

第 ２ 講 質的調査の概説

第 ３ 講 調査と理論

第 ４ 講 質的方法と量的方法

第 ５ 講 調査技法１（文献的方法）

第 ６ 講 調査技法２（フィールド的方法）

第 ７ 講 分析技法１（実証的方法）

第 ８ 講 分析技法２（解釈学的方法）

第 ９ 講 調査の枠組み（問題、視点、方法、作業仮説、調査項目）

第１０講 調査の準備（調査地や事例の選定、現地交渉、予備調査）

第１１講 本調査（補充調査も）

第１２講 フィールドノート（各種記録用の機器も）

第１３講 記録の整理

第１４講 レポートの作成（データの分析）

第１５講 質的調査と調査倫理
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６．各大学より提供された授業内容の分類―Ａタイプに即して

：各大学の「Ｆ科目説明書 （巻末資料参照）の記載事項をそのまま転記した。凡例 」

行頭の「・」から次の「・」までが コマ分の記載事項である。1

第１講 社会調査の目的

・社会調査の方法を学ぶことの目的について

・なぜ調査をしなければならないのか？

・講義の目的

・エスノメソドロジー・会話分析・成員カテゴリー化分析・相互行為分析・フィールドワ

ークの各方法を習得すると同時に、その方法をもちいて現実の社会の人々の相互行為や

推論を分析する。

・文脈的理解（ 分厚い記述 ）という目的『 』

・現代文化における個人的行為について

第２講 質的調査の概説

・質的調査法に関する概説

・定性的調査法（広義のフィールドワーク）とは何か

・質的調査の特性について

・社会学における質的調査（質的調査の具体例を考える）

・シカゴ・モノグラフと質的分析法

・自己とは何か（調査する自己とされる自己、リフレクシビティ）

・理論と実践の中間論理

・質的調査の技法（インタビュー、参与観察、ドキュメント分析、その他）

・質的データの分析方法の概要（インタビュー、参与観察、ドキュメント分析など）

・いろいろな質的調査の方法

・質的調査法の概要と種類

第３講 調査と理論

・質的調査における認識論

・歴史的分析と比較分析
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・質的調査に際しての研究視点

概念の創造

データ分析の論理

・リサーチ・クエスチョンから仮説へ：探索的研究と仮説検証的研究

・仮説検証型と問題発見型調査

第４講 質的方法と量的方法

・実証主義とは何か？

・質的データとは？（社会学における質的データについて）

・質的分析法と社会学

・社会学における質的データと量的データ、および分析方法全般についての比較

・質的調査と量的調査のフィードバック

・定性調査と定量調査

・量的調査と質的調査

・質的データと量的データ

・質的データにおける代表性

・質的データにおける信頼性

・質的データ分析における妥当性

・質的データの分析における主観性と客観性の問題について

第５講 フィールドワーク

・フィールドワークの諸技法

・フィールドワークとコミュニケーション

・フィールドワークの経験Ⅰ：フィールドワークへの参入とアクセス

フィールドワークの経験Ⅱ：参加・観察・メモ取り

フィールドワークの経験Ⅲ：フィールドノーツのつけ方と加工

・フィールドワーク（１ ：フィールドワークとは何か？）

フィールドワーク（２ ：フィールドワークの方法論）

フィールドワーク（３ ：フィールドワークの実践）

・フィールドワークと参与観察法について

フィールドワークの例

・エスノグラフィー・モノグラフについて

・エスノグラフィー法とシカゴの伝統



- 8 -

第６講 参与観察

・質的調査の実際：参与観察

・参与観察法

・参与観察法とその特徴

・参与観察法の実践

参与観察法の進め方

参与観察法のデータ収集と分析

・参与観察法１：一般的解説

参与観察法２：実践的アドバイス

非参与観察法１：一般的解説

非参与観察法２：実践的アドバイス

・参与観察法とライフヒストリー法の歴史と基本概念Ⅰ（シカゴ学派を中心に）

参与観察法とライフヒストリー法の歴史と基本概念Ⅱ（実証主義からの転回）

・参与観察の事例紹介

第７講 インタビュー

・質的調査の方法：インタビュー

・インタビュー法

・インタビューの方法

・聞き取り調査

・聞き取り、インタビューのノウハウ

・調査技法の習得（インタビュー法）

・羅生門的聞き取り法

・インタビュー法の詳細：テーマや対象者によるインタビューの多様な形、インタビュー

実践にまつわる具体的問題、倫理的問題

・聞き取り調査とその特徴

聞き取り調査の技法

聞き取り調査のデータ分析

・社会関係としてのインタビュー（ ラポール」という擬似関係）「

・イディオムとモデルストーリーとマスターナラティブ

・インタビュー法１：一般的解説

インタビュー法２：実践的アドバイス

・インタビュー法概論：聞き手と語り手の相互作用、インタビューとカウンセリングの異
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同

・インタビュー法概論：インタビューの種類、インタビュー法の特質、インタビュー法が

適しているテーマ、インタビュー法の手順

・インタビュー・聞き取り調査（１ ：インタビューの方法論）

インタビュー・聞き取り調査（２ ：インタビュー・聞き取り調査データの分析）

・インタビューの事例紹介

・聞き取り調査の事例紹介

・インタビュー調査のすぐれた先行例

第８講 ライフヒストリー

・質的調査の実際：ライフヒストリー

・ライフヒストリー

・ライフヒストリー法

・生活誌

・生活誌的手法

・ライフヒストリー調査とは

・ライフヒストリーの分析

・ライフヒストリー分析の方法

・ライフヒストリー（１ ：ライフヒストリーとは？）

ライフヒストリー（２ ：ライフヒストリー調査の方法論）

・ライフストーリーの物語的構成

ライフストーリーの分析・解釈の枠組み

・ライフストーリーの社会的脈絡（カテゴリーの抽出）

・参与観察と生活史法

生活史法と社会学

・高度成長期以降の農村社会と農村社会学：個人の生活史的次元に注目した調査法

生活史調査法の農村研究への適用可能性１：社会構造分析への接合

生活史調査法の農村研究への適用可能性２：主体形成論へ寄与

・ライフヒストリー／ライフストーリーの理論と方法Ⅰ：ライフヒストリー法の歴史とアプロー

チ

ライフヒストリー／ライフストーリーの理論と方法Ⅱ：社会関係としてのインタビュー

ライフヒストリー／ライフストーリーの理論と方法Ⅲ：解釈の枠組みと方法

ライフヒストリー／ライフストーリーの理論と方法Ⅰ：語りの様式と社会的文脈
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・相互行為としてのライフヒストリー（構築主義、会話分析）

・語らせることと語られないこと

・物語論：大きな物語と小さな物語、共有された物語と個人の物語、ナラティブセラピー

・ライフヒストリー法と会話分析

第９講 ドキュメント分析

・ドキュメント分析、ライフヒストリー分析

・さまざまな生活記録の分析法

・ヒューマン・ドキュメント手法

・ドキュメント分析の事例

・さまざまなドキュメント分析

ドキュメント分析の調査企画

ドキュメント分析の技法

ドキュメント分析のデータ収集と分析

第１０講 内容分析（テキスト分析）

・テキストの分析

・テキスト分析の方法

・既存の資料の収集とテキスト分析

・テキストの内容分析：新聞記事などの分析法

・広報誌、新聞記事の収集と分析

・新聞内容分析

・生活記録、テキスト分析等について

・内容分析とは何か：実例・目的・定義

内容分析の歴史（１ ：プロパガンダ研究から内容分析へ）

内容分析の歴史（２ ：内容分析から培養理論へ）

様々な内容分析：メディア間比較、国際比較、時系列比較、外的基準との比較

日本の内容分析：新聞記事を対象とする研究例

・分析単位設定とコーディング

コーディング・シートの作成と修正：実例に学ぶ分析プロセス

内容分析の妥当性：妥当性の定義と諸類型

内容分析の信頼性：コーダーのトレーニングとコーディングの一致度
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第１１講 会話分析、エスノメソドロジー

・会話分析の方法

・会話分析

・会話分析の例

・会話分析について、会話の順番取りシステムと、隣接対の問題を中心に学ぶ

・会話分析とエスノメソドロジー

・ガーフィンケルのエスノメソドロジーの基本的な考え方を学ぶ

・社会成員が 自分や他の社会成員をどのようにして分類しているか その方法を学ぶ 成、 、 （

）。 、員カテゴリー化分析 とくに自殺志願者がどのようにして救いの手を求めているかを

その方法を検討する。

・身体的行為と会話の結びつきについて学ぶ。相互行為分析について学ぶ。

・子供の相互行為場面をフィールドにして、カテゴリー化と相互行為の結びつきについて

学ぶ。

・車いす使用者のフィールドワークを元に、カテゴリー化と相互行為の結びつきについて

学ぶ。

・男女の会話と性別カテゴリーの問題について学ぶ。

・ロボットとテレビ会議システムを例に、テクノロジーと身体的相互行為の関係について

学ぶ。

第１２講 構造分析（マクロ・エスノグラフィー）

・戦前期の農村と農村社会学：イエとムラの民俗文化的次元に注目した調査法

戦後農村社会の変動と農村社会学：村落社会の構造次元に注目した調査法

・組織調査の最新動向

組織調査分析の手法１，２

第１３講 さまざまな質的方法

・分析的帰納法の研究例

・グラウンディッド・セオリー・アプローチについて

・グランディド・セオリーに基づく研究例

・都市生態学手法（都市社会学からみた地域社会に生じる問題）

・民俗学的手法

・マッピング法

・考現学的手法
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・路上観察法

・文献解題的手法、書誌解題

・地域社会調査のトライアンギュレーション

・アセスメント調査と評価調査

第１４講 質的調査の実際

（ａ）発問から現地に行くまで

・自分の関心を表明すること

・質的調査の準備：問いの立て方

・質的調査の準備：仮説と文献検索

・調査プランの策定と技法の選択

・依頼状作成の仕方とアポイントの取り方の説明

（ｂ）現地で

・街の情報を読む

・聞き上手になる

・記録魔になる

・調査技法の習得（フィールドノーツ）

・記録ノートの分析とまとめ

・複数人によるノート記録の共用法

・会話分析、記録ノートの取り方

・ノートの取り方とデータ提示のしかた

・ヒアリング実施上の注意。ヒアリングにおける典型的失敗についての注意

（ｃ）データ処理

・質的調査の分析手続き

・インタビュー後の分析作業：コーディング、編集、考察

・調査データの保管とコーディング（整理、分類法）

（ｄ）論文、レポートの書き方

・発表資料の作成技術

・論文の書き方

・報告書の作成

・モノグラフの作成

・レポート作成の技法

・レポーティングの技術：指標作成と視覚的表現
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・レポートの書き方

・インタビュー論文執筆のための文章表現など

第１５講 質的調査と調査倫理

・フィールドワークの倫理

・質的データ収集における調査倫理

・質的調査の倫理：調査者―被調査者関係とラポール

・調査倫理とパートナーシップ

・フィールドワークの経験Ⅳ：調査者―被調査者の相互行為、調査倫理とパートナーシップ

・フィールドワーカーの立場と倫理

・テキストの権力性について

・真実とプライバシー
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